
Title 『永久百首』の異伝歌
Sub Title
Author 伊倉, 史人(Ikura, Fumito)

Publisher 慶應義塾大学国文学研究室
Publication

year
1994

Jtitle 三田國文 No.20 (1994. 6) ,p.1- 10 
JaLC DOI 10.14991/002.19940600-0001
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00296083-19940600-0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


『
永
久
百
首
』

の
異
伝
歌

伊

倉

史

人

 

『
永
久

百
首
』

の
諸
本

に

つ
い
て
は
、

ま
ず

滝
沢

貞
夫

氏

に
よ

る

「
永

久

四
年
百
首

伝
本
私

考

」

(
『信

州
大

学
教

育
学

部
紀

要
』

第

35
号

～
第

38

号
/

昭
和

五

一
年

=

月
～
昭

和

五
三
年

三
月

)

に

お

い
て
、

三

二
の
伝

本

が
調
査

さ
れ
、

一
通

り

の
分

類
整

理

が
な

さ

れ
た
。

そ
し

て
、

そ

の
成

果

を
踏

ま
え

て
刊

行

さ
れ

た
橋

本
不

美

男

・
滝

沢
両

氏

の

『撚
永

久

四
年

百

首
和
歌

と
そ

の
研
究

』

(
昭
和

五
三
年

三
月

 
笠

間
書

院
)

(以
下

『校

本

』
と
略
称

す

る
)

で
は
調
査

伝

本
総

数

は
三

四
本

に
増

え
、

ま

た

「
有

注
本
系
」

が

「
組

み
合

わ

せ
本
系

」

と
改
称

さ

れ
る

な
ど
若

干

の
見
直

し

が
な
さ
れ
て

は

い
る
も

の
の
基
本

的

に
は
前

稿

が
そ

の
ま
ま
受
け
継

が

れ
、

今

日
ま

で

『
永
久

百
首

』

の
伝
本

研
究

の
基

礎

と
な

っ
て

い
る
。

 

『校
本

』

に
は
既

に
異
伝

歌

に

つ

い
て
の
言
及

も
あ

り

(第

二
章

「伝

本

と

そ

の
系

統

」

・

「
四

永

久

四
年

百

首

の
異

伝
歌

」
)
、

以

下

に
掲
出

す
る

コ

見
異

伝
歌

の
様

に
見

え
る
」

五
首

の
歌

の
存

在
が
指

摘

さ
れ

て

い
る
。

(『
校
本

』

の
掲
出
順

と
は
異

な
る
。
)

 
 

A

 
わ

か
な

つ
む

と
し

は

へ
ぬ
れ

と
か
す

か

の

〉
も

り
は

け

ふ
を

や

BCDE

し

か

し

、

歌

で
あ

っ
た
り
、

え

る
だ

け

で
あ

っ
て
、

う
判
断

を
下

し

て

い
る
。

 
本
稿

で
は
右

の

コ

見
異
伝

歌

の
様

に
見

え
る

」
五
首

の
歌

を
再

検
討

し
、

ま
た

そ

の
結

果
を

踏

ま
え

て

『
永
久

百
首

』

の
成
立

の
背
景

に

つ
い

て

も
若
干

の
私

見
を
加

え

た

い
と
思
う
。

は

る
と
し

る

ら
ん

か

ち
そ

む
る

し
か
ま

の

み
そ

の
か
れ

は

て

、
あ

ひ

み
て
す

き
し

神
無

月

か
な

い
く
よ

ね
ぬ
白

玉
よ

す

る
ま
し

ら

》
の
浜
松

か

け

に
松

葉
折

し

きよ

し

の
山

み
ね

の
あ

ら

し

の
は
け

し
さ

に
さ

》
の

い
ほ
り

は
露

も

た
ま

ら
す

く

ち
な

し

の
色

に
た
な

ひ
く
薄

雲

の
雪

け

の
空

と
誰

か
見

さ
ら

ん『
校

本
』

で
は
、

こ

の
五

首

の
歌

は
、

実

は

『
堀

河
百

首
』

の

 
 

 

あ

る

い
は
単

な

る
歌
順

の
混

乱

に
よ

っ
て
異

伝
歌

に
見

 
 

 
 

 

『永

久

百
首

』

に
は
異

伝
歌

は
存

在

し

な

い
と

い

  一 1一



二

 

 
以
下
順
次
に
前
掲
の

=

見
異
伝
歌
の
様
に
見
え
る
」
五
首
の
歌
を

『校
本
』
の
見
解
を
参
考
に
し
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

 
ま
ず
は
、
A
～
C
の
三
首
の
歌
か
ら
始
め
た
い
。
こ
の
三
首
は
静
嘉
堂

文
庫
所
蔵
の
慶
安
四
年
刊
本
の
表
表
紙
見
返
し
の
書
き
入
れ
に
次
の
よ
う

に
拾
遺
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
夫
木
廿
二
野
 
永
久
四
年
百
首
 
藤
原
忠
房

 
 
わ
か
な
つ
む
年
は
へ
ぬ
れ
と
か
す
か
の
}
も
り
は
け
ふ
を
や
は
る
と

 
 
し
る
ら
ん

 
 
 
 
 
百
首
中
二
此
歌
な
し
、
い
か
〉

 
 
 
 
同
同
園
 
永
久
四
年
百
首
 
仲
実
朝
臣

 
 
か
ち
そ
む
る
し
か
ま
の
み
そ
の
か
れ
は
て
》
あ
ひ
み
て
過
し
神
無
月

 
 
哉

 
 
 
 
同
廿
五
濱
 
永
久
四
年
百
首
 
仲
実
朝
臣
 
契
沖
云
非
次
郎
百

 
 
 
 
首
寄
欲

 
 
い
く
よ
ね
ぬ
白
玉
よ
す
る
ま
し
ら
》
の
濱
松
か
け
に
松
葉
折
し
き

 
 
 
 

「諸
持
云
此
寄
堀
河
初
度
百
首
の
中
旅
出
た
り
」
(「
」
内
朱
力
)

静
嘉
堂
所
蔵
の
刊
本
は
外
題
に

「堀
河
院
次
郎
百
首
清
水
浜
臣
校
完
」
(刊
本

の
元
題
籏
で
は
な
く
、
後
補
題
籏
〉
と
あ
る
よ
う
に
清
水
浜
臣
の
手
校
本

で
、
「塙
本
」
(群
書
類
従
本
)、
『夫
木
和
歌
抄
』、
『散
木
奇
歌
集
』
等
に

よ
っ
て
校
異
や
歌
語
等
へ
の
注
釈
を
加
え
て
い
る
。
右
の
書
き
入
れ
も
浜

臣
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
さ
て
、
こ
れ
ら
の
三
首
は
こ
の
書
き
入
れ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に

『夫

木
和
歌
抄
』
か
ら

『永
久
百
首
』
の
異
伝
歌
と
し
て
拾
遺
し
た
も
の
で
あ

る
が
、

既

に
契

沖
、

浜
臣

ら
も

『
永
久

百
首

』
詠

と
し

て

は
疑
問

を
抱

い

て

い
た
よ
う

で
あ

る
。

 

ま
ず

、
A

歌

は
、

『夫
木

和
歌

抄
』

雑
部

四
、

「森

 

か

す
が

の
も

り
」

(
一
〇

〇

一
六
)

に
収

め
ら

れ
、
出
典

・
作

者
を

「
永
久

百
首

 
藤

原
忠

房

」

と

す

る
。

何

題

の
詠

歌

か
は

記

さ
れ

て

い
な

い
。

『
校
本

」

は
当

該

歌

に

つ
い
て
、
出
典

が

不
明

で
あ

る
こ
と

か
ら
、

あ

る

い
は
現
存

し

な

い

『
永
久

百
首

』

の
伝
本

に
見

ら
れ

た
唯

一
の
異
伝

歌

で
あ

る
可
能

性

を
示

唆

し

て

い
る
。

し
か
し
、

実

は

『袖
中

抄
』

(ご
=

三

)

「
と

ぶ
火

の
野
も

り
」

の
項

目

に

「
寛
平

法
皇

春

日
詣

之
時

、
大
和

守

忠

房

所

レ
獄

歌
」

と

し

て
載
録

さ
れ

て

お
り
、

『
古
今

集

』
歌

人

の
藤

原
忠

房

の
詠

で
あ

る

こ

と
が

判

明

す
る
。

『
永
久

百

首
』

歌

人
源

忠

房

と
同
名

に
よ

る

『
夫
木

和

歌
抄
』

編
纂

時
点

で
の
誤
認

で
あ

ろ
う
。

 

次

に
、

B

歌
も

書

き
入

れ
通

り

『
夫

木
和

歌
抄

』

雑

四
、

「
園

 

し

か

ま

の
そ

の
」

(
一
〇

一
八

一
)

に
収

め

ら

れ
、
出

典

・
作

者

は

「
永

久
百

首
 

仲
実
朝

臣

」
と

な

っ
て

い
る
。
同
様

に
C
歌
も

『
夫

木
和

歌
抄

』
雑

七
、

「
浜

 
ま

し
ら
ら

の
は

ま
」

(
一

一
八

一
一
)

に
収

め
ら

れ
、
出

典

・

作
者

は

「永

久

百
首
 

仲
実
朝

臣

」
と

な

っ
て
お
り
、

書

き

入
れ

の
記
述

は
正

し

い
。
し

か
し
、

実
際

は

『校

本
』

や
書

き
入

れ

の
指
摘

す

る
よ

う

に
、

B
歌

は

『
永
久

百
首
』

の

「
経
月
恋

」
題

源
兼

昌
詠

(
四

四
〇
)

で

あ
り

、

C
歌

は

『堀
河

百
首

』

の

「
旅
」

題
仲
実

詠

(
一
四

六

二
)

で
あ

る
。

こ

れ
ら
も

『夫
木

和
歌

抄
』

編
纂
時

点

で

の
誤

認

で
あ

る

と
考

え

ら

れ

る
が

、

両
首

と

も

『永

久

百
首

』

(
『
堀
河

百

首
』
)

の
題

に
そ

っ
て
載

録

し
た

の

で
は
な
く

歌
枕

の
用
例

と

し
て
載
録

し

て

い
る

の
で
、

作
者

名

や
書

名

へ
の
配

慮

に
欠
け

、
誤

っ
て
し
ま

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

 

次

に
、

D
歌

に

つ
い
て
検
討

し
た

い
。

一2



 
 

よ

し
の
山

み
ね

の
あ

ら
し

の
は

け
し

さ

に
さ

》
の

い
ほ

り

は
露

も

た

 
 

ま
ら

す

こ
の
歌

は
、
国
立

国
会
図

書
館
蔵

本

の

「
暁

月
」

題
大
進

詠

と

し

て
記

さ

れ

て

い
る

(同
本

を
校
合

に
利

用
し

た
と
思

わ

れ
る
書
陵

部

蔵
阿
波

国

文

庫

旧
蔵
本

に
は
、

D
歌

が
後
掲

二
六

六
番
歌

に
傍

記

さ
れ

て

い
る
)
が

、

諸
本

の
伝

え
る

「
暁
月
」

題
大
進

詠

は
、

 
 

鐘

の
を
と

に
お

と
う
か

さ
れ

て
に
し

へ
行
月

の
光

を
な

か

め

つ
る
か

 
 

な

(
二
六
六

)

で
あ

り
、

一
見
す

る

と
異
伝
歌

の
よ

う

に
思

わ

れ
る
。

し

か
し
、

こ
れ
は

『校

本
』

も
指
摘

す

る
よ
う

に

「
嵐
」

題
大

進
詠

(
二
七

三
)

と
同
じ

歌

で
あ

り
、

国
立
国
会

図
書

館
蔵

本
も

「
嵐
」

題

に
は

D
歌
を

重
複

し

て
載

せ

て

い
る
。

『
永
久

百
首

』

の
秋

部

は

「
暁
月

」
題

に
続

き

「
嵐
」

題

が

設

け
ら

れ
て

い
る
の

で
、

伝
本
書

写

上
目
移

り
等

の
た
め

に
本
来

の

「
暁

月
」

題
詠

の
代

わ
り

に

「
嵐
」

題
詠

を
誤

っ
て
写

し

て
し

ま

っ
た

の
で
あ

ろ
う

(国
会

図
書
館

蔵
本

の
書

写
者

が
誤
写

し

た

か
、

親
本

が

既

に
誤

っ

た
形

に
に
な

っ
て

い
た
の

か
は
不
明

)
。

 
最
後

に
E
歌
、

 
 

く

ち
な
し

の
色

に
た
な

ひ
く
薄

雲

の
雪

け

の
空

と
誰

か
見

さ
ら

ん

で
あ

る
が
、

こ
の
歌

は
島

原
市

立
公

民
館
蔵

松
平

文
庫

本

と
上

野
理
氏

所

蔵

阿
波

国
文

庫

旧
蔵

本

で
は
、

「
初

雪
」

題

俊
頼

詠

と
し

て
見
ら

れ
、

ま

た

『校

本
』

の
底

本

と
な

っ
て

い
る
日
本
大

学
総

合
図

書
館

蔵

一
条
冬

良

筆
本

と
竜

谷
大
学

大
宮

図
書
館

蔵
写
字

台

文
庫
本

で
は
諸
本

が

「
初
雪

」

題
俊
頼

詠

(三

四
六
b

)
と

し
て
有

す

る
、

 
 

め

つ
ら
し

き
花

の

み
や

こ

の
は

つ
雪

を
九
重

に
さ

へ
ふ
ら

し

て
そ

み

 
 

る

と
併

記

さ
れ

て

い
る
も

の
で
あ
る
。

 

さ

て
、
本

来
な
ら

こ

こ
で
こ
の

E
歌

の
検

討
を

す

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、

そ

の
前

に
触

れ
て

お
き
た

い

『校

本
』

未
所
収

の

『永
久

百

首
』

の
伝
本

が

あ

る
の

で
、

次
節

で
は

そ
れ

に

つ
い
て
述

べ
る
こ

と
に
す

る
。

三

 

 

『永
久
百
首
』
の
伝
本
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に

『校
本
』
が
研

究
の
基
本
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
伝
本
研
究
に
関
し
て
は
、
内
田

徹
氏
に
よ
り
、
『校
本
』
に
未
紹
介
の
竜
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
写
字
台

文
庫
本
が
紹
介
さ
れ
、
新
た
に
冬
良
本
系
の
一
本
に
加
え
ら
れ
た
に
留
ま
っ

て
い
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ほ
ど

『校
本
』
や
内
田
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
伝

本
の
他
に
次
の
五
伝
本
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
調
査
を
行
な
っ
た
。

 
 
岡
山
大
学
付
属
図
書
館
小
野
文
庫
蔵
本
11
岡
山
本

 
 
慶
応
義
塾
図
書
館
渡
辺
文
庫
蔵
鳥
丸
家
旧
蔵
本
11
慶
大
本

 
 
太
宰
府
天
満
宮
蔵
本
11
太
宰
府
本

 
 
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本
11
伊
達
本

 
 
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
B
本
11
彰
考
館
B
本

結
論
か
ら
言
え
ば
、
岡
山
本
、
慶
大
本
、
太
宰
府
本
は

「組
み
合
せ
本
系
」

に
、
伊
達
本
は

「冬
良
本
系
」
に
属
し
、
彰
考
館
B
本
は
群
書
類
従
本

(冬
良
本
系
)
の
粗
悪
な
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。

 
さ
て
、
右
の
伝
本
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
紙
数
の
都
合
上
で
き
な

い
の
で
、
本
論
に
直
接
関
わ
る
岡
山
本
と
伊
達
本

に
つ
い
て
の
み
以
下
に

略
解
題
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

3



 
岡

山
大
学

付
属

図
書

館
小

野
文
庫

蔵
本

(℃
㊤
ご
」

ω
＼
㊤
＼
小

野
)

 
 

 

〔
江
戸

初
期
〕

写
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
一
冊

 
袋

綴
。

香
色

表

紙

(竪

二
九

・
五

×
横

二

…
・
七

糎

)
。
外

題
、

左

肩

薄
桃
色

題
籏

「
百
首

和
歌

永
久
四
年
」

(後
補

別
筆

)
。
料
紙

、

斐
楮
交

漉
紙

。

墨
付

、

三

二
丁
。

毎
半

葉

一
四
行

、
和

歌

一
行
書

。

「
元

日
」

題

に

の
み

作
者

名

を

和

歌

の
下

に
付

す
。

字

面
高

さ
、

約

二
三

・
○

糎

。
内

題

、

「
百

首
和

歌
永
久
四
年
+
.百
廿
口
」

(ー
オ
)
。

目
録

(歌

題

一
覧

)
題
、

「
百
首

和
謁

」

(
ー
ウ
)
。
作
者

一
覧

、
歌
題

一
覧

に
続

い
て
本
文

に
入

る
。

奥
書

、

な

し
。

 
印

記
、
表

表
紙

見
返

し

に

「
佐
藤

」

の
円
形
朱

印

と

「
重

延
」

の
方

形

朱
印

(陰

刻

)
、
巻

頭

(
ー

オ
)

に

「
岡
山

大

學
/

法

文
學

部

/

圖
書

之

印
」

の
方
形

朱
印

を
捺

す
。

 
本

文

の
所

々
に
同
筆

の
異

本
注

記

(墨

)
が

あ
り
、

紺
色

の
不

審
紙

が

数
十

箇

所

に

わ
た

っ
て
歌

頭

・
句
頭

に
貼

付

さ
れ

て

い
る
。

ま

た
、

「
待

人
恋

」
題

の
下

に

は

「
此
題

下

ノ
寝
覚
懸

ノ
次

ニ
ヤ
入
也

」
と
記

さ

れ
た

付
箋

が
貼
付

さ
れ

て

い
る
。

 

さ
て
、
こ

の
伝
本

は
前
述

の
よ
う

に

「組

み
合

せ
本
系

」

に
属

す

る
が
、

以
下

に

『校

本

』

に
依

拠

し

て
そ

の
特
徴

を
ま

と
め
、

岡
山

本

と
照
合

し

て
お
く
。

イ
 

「
経
月

恋

」
題

と

「
経

年
恋
」

題
が

入
れ
替

わ

り

(
a
)
、

「
待
人
恋

」

題
が

「
不

見
書
恋

」
題

の
前

に
位

置
を

替
え

て

い
る

(b

)
。

 
岡

山
本

同
じ

。

ロ
 

「
八
月
十

五
夜
」

題
兼

昌
詠

(
二
四
三
)

が
大
進

詠

(
二
四
五

)

の

次

に
置

か

れ

(
a
)
、
「
九

月

九

日
」
題

忠

房

詠

(
二

四
九
)

と
兼

昌

詠

(二
五
〇

)

の
位
置

を
入

れ
替

え

て
い
る

(
b
)
。

 

岡
山

本

は

(b
)

の
特
徴

を
欠

く
が

、
同
系

統

の
中

で

は
書

陵

部
蔵

鷹

司
家

本

と
同

部
蔵

七
人
百
首

和
歌
本

も

こ

の
特

徴

を
欠

い
て

い
る
。

ハ
 

歌

題

一
覧
を

元
来

は
欠

い
て

い
た
と
想

定

さ
れ
る
。

 

岡
山

本

は
歌
題

一
覧

を
有

す

る
。
但

し
、
本

文

で
は

「
八
月

十

五
夜

月
」

と
な

っ
て

い
る
歌
題

が
、

歌
題

一
覧

で
は

「
八
月
十

五
夜

」

に

「
月
」

を

傍

記
し

、
後

か
ら
本
文

の
歌
題

に
合

わ
せ
た

形
跡
が

見
ら

れ

る
こ
と

か
ら
、

本

来

は
歌
題

一
覧

を
欠

い
て

い
た
と
思

わ

れ
る
。

二
 

作
者

一
覧

は
脚

注

を
持

た

な

い
最

も
簡

潔
な
書

式

で
あ

る
。

 

岡
山

本
同

じ
。

ホ
 

端

作

は

「
七

人
百
首

歌
」

「
七
人

百
首
和

歌
」

と
あ

り

(
a
)
、

そ

の

下

に

「
号
次

郎
百
首

」

と
あ

る

(b
)
。

但

し

「永

久

四
年
十

二
月
廿

日

」

の
字
句

は
な

い

(
c
)
。

 

岡
山

本

は
ホ

の
特

徴

を
す

べ
て
欠

く
が
、

端
作

は
後

で
補

わ

れ
た

歌
題

一
覧

に
あ

る
た

め
、

こ
の
伝
本

の
本
来

の
特

徴

を
示
す

も

の

で
は
な

い
。

へ
 

「
余
寒

」
題

以
降

の
各
歌

の
作
者

名

を
欠

く
。

 

岡

山
本
同

じ
。

ト
 

『
堀
河

百
首
』
の

一
四
人
本

の
題
末

付

注
本

と
の
組

み
合

せ
本

で
あ

っ

た
と
思

わ

れ
る
。

 

『校

本
』

所
収

の
八
本

に
、
今

回

調
査

し
た

三
本
を

加

え
た

「
組

み
合

せ
本

系
」

の

一
二

の
伝

本

中
、

『
堀

河
百

首
』

と

と
も

に
伝

え
ら

れ

て

い

る

の
は

四
本

に
す
ぎ
な

い
。

 

以

上
、

『校

本
』

の
掲

げ

る

「
組

み
合

せ
本

系
」

の
特

徴

に
異

な

る
点

も
若

干
見

ら
れ

る
が
、

元
来

こ
れ
ら

の
特
徴

は
、

こ
れ
ま

で
知

ら

れ
て

い

た

「
組

み
合
せ
本

系
」

の
す

べ
て

の
伝
本

が
、

ひ

と

つ
も

も

ら
さ
ず

に
有

し

て

い
る
と

い
う
よ
う

な
も

の
で

は
な
く

、
許
容

範
囲

内

で

の
違

い
で
あ

一4一



る

と
考

え
ら

れ

る
。
ま

た
、

具
体
例

を
挙

げ

る
余
裕

は
な

い
が
、

本
文

異

同

の
状

況

か
ら

み

て
も

岡
山

本

は

「
組

み
合

せ
本
系

」

に
属

す

る
も

の
と

み
て
良

い
で
あ

ろ
う
。

 

ま
た
、
岡

山
本

に
は
上
記

に
挙
げ

た

「
組

み
合

せ
本
系

」

の
分

類

基
準

と

な
る
特
徴

以
外

に
次

の
二

つ
の
特
徴

が
見

ら
れ

る
。

一
つ
は

「
稲
妻

」

題
兼

昌
詠

(
二
七
八
)

が
大

進
詠

(
二
八
〇

)

の
次

に
置

か
れ

て

い
る
点

で
あ

る
。

こ

の
特

徴

は
他

の
ど

の
系
統

の
伝
本

に
も
見

ら
れ
な

い
こ

の
伝

本
独
自

の
も

の
で
あ

る
。

 
も

う

一
点

は

「
初
雪

」
題

俊
頼

詠

と
し

て
諸

本

の
有
す

る

「
め

つ
ら
し

き

…
」

(前
掲

)

で

は
な
く
、

「
一
見
異

伝
歌

の
様

に
見

え
る
」

E
歌

を
有

し

て

い
る
と

い
う
点

で
あ

る
。

 
宮

城
県
図

書
館

伊
達

文
庫

蔵
本

(伊

㊤
一
一
』

ω
ミ

島

)

 
 

 

〔江

戸
末

期
〕

写
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

一
冊

 
袋

綴
。
表

表

紙

は
黒
色
布

目
表

紙

(竪

二
六

・
二

×
横

一
八

・
六
糎
)
。

外
題

、
左
肩

子

持
枠
題

簸

「
百
首

和
歌

 
全

」

(本

文
別

筆
)
。

但

し
、
現

在

は
破
損

が
甚

だ
し

く
、
本

体

か
ら
脱

落
分

離
し

、
楮
紙

の
保

護
表

紙

に

包

ま
れ

て

い
る

。
裏
表

紙

は
焦
茶

色
表

紙
。

こ

の
表

紙

の
形
態

は
、

同
文

庫

に
伝

わ
る

「
堀
河

院
百

首

和
歌

」

(伊

㊤
一
一
'
器
＼
一
、
十

四
人

本
)

と
同

様

の
も

の
で
あ

り

(但

し
後

表

紙

を
欠

く
)
、

筆
跡

も

同

一
の
手

に
よ

る

と
思

わ

れ
る
。

料
紙

、
薄
様

。

墨
付
、

四

四
丁
。
毎

半

葉

一
〇

行
、

和
歌

一
行

書
。
但

し

「
猿

」
題

大
進

詠

(
七
〇

一
)

の
み
上
句

と
下

句

を
分

け

て
二
行

書

き

に
す

る
。

作
者

名

は
全
題

全
首

に
亙

っ
て
和

歌

の
下

に
記

さ

れ

て

い
る

(
四
三

一
～

四

三
五

番
歌

の
作

者
名

は
別

筆

か
)
。

ま

た

「
旧

年
立

春
」

題

の
仲
実

詠

で
は
、

諸
本

反
歌

に
作
者

名

を
記
す

が
、

こ
の
本

は
長

歌

に
付

す
。

字

面
高

さ
、

約

二

一

・
一
糎
。

内

題
、

「
百

首

和
歌

」

(3

ウ
)
。

目
録
題

、

「
百
首
和

歌
H

四
口
f
.
11
甘
日
」

(
ー
オ
)
。

歌

題

一
覧
、

作

者

一
覧

に
続

い
て
本

文

に
入

る
。
奥
書

、

な
し
。

 

印

記
、

見
返

し
、
本

文
巻
頭

(3
ウ

)

に

「宮

城
縣

/
伊

達
文

庫
/

圖

書

館

」

(長

方
形

朱
印

)
を
捺

す
。

 

本

文

と
同
筆

と
思

わ
れ

る
異
本

注
記

(墨
筆

)
が

見
ら

れ

る
。

 

次

に
こ

の
伝
本

の
主

だ

っ
た
特
徴

を

見

て

い
く

こ
と

に
す

る
。

1
 

端
作

に

「
口
口

四
口
十

一
月

廿
日

」
と
あ

る
。

2
 

作
者

一
覧

の
書
式

は

「従

三
位

行
左

京
大

夫
源
朝

臣
顕

仲

」

の
下

に

「神

祇

伯

六
条

右
大

臣
顕

房
公

男
」

の
注
を

付
す
。

他

に

は
常

陸

と
大

進

の

二
人

に

「
皇

后

宮

女
房

/
肥

後
守

定

成
女

本
名

肥
後

」

「
六
条
院

女

房
/

同
定
成

女

」

の
注

を
付

す

の
み

で
他

の
四
人

に
は
な

い
。

3
 

部

立

て
を
欠

き
、
代

わ
り

に

「
元

日
 

春

十

八
首
」

「
賀

茂

祭

 
夏

十

二
首
」

と
記

す
。

 

1
～

3

の
特
徴

は

「
細
川

幽
斎

校
合

本
系
」

の
諸
本

に
見

ら
れ

る
も

の

で
あ

る
。

但

し
、

1

の
特
徴

は

「
冬
良

本
系

」

の
神
宮

文
庫

蔵

村
井

古
巌

奉
納

本

に
見

ら
れ
、

2

の
特

徴

に

つ
い
て
も

「
冬
良

本
系

」

の
書
陵

部
蔵

葉
室

家
本

、
島

原
市
立

公

民
館
蔵

松
平

文
庫

一
本

に
も
見

ら

れ
る
。

4
 

歌
題

一
覧

の

「毫

」

の
下

に

「
口

鶏
」

と
あ

り
、
歌

題

の

「轟

」

の

下

に
も

「
水
鶏

イ
」

と
あ

る
。

 

こ

の
特

徴

は

「
冬
良

本
系

」

の
神
宮

文
庫
蔵

村
井

古
巌

奉
納

本

に
の
み

見

ら
れ

る
も

の
で
あ

る
。

5
 

「
経

月
恋
」

「
経

年

恋

」

の
各

題

の

「
経

」

の
部
分

に

「
隔

」

と

い

う
異

本

注
記
が

見

ら
れ

る
。

 

「
陽

明

文

庫

本
系

」

の
陽

明
文

庫

蔵

本
、

国

立

国
会

図

書

館

蔵

本

は

5一



「経

年

恋
」

題

を

「
隔
年

恋
」

題

と

す

る
。

「
陽

明

文
庫

本

系
」

の
伝
本

の
う

ち
右

の
よ
う
な

特
徴

を
持

つ
も

の
を
対
校

本

の

一
つ
と
し

て
用

い
た

と
考

え
ら

れ
る
。

6
 

「
初

雪

」
題

の

三

四
七

～

三

四

九
歌

の
作

者

表

記

に
は

「
忠

房
」

(三

四
七
)

「
兼
昌

」

(
三
四

八
)
「
常

陸
」

(三

四
九
)

と

い
う
異

本
注

記

が
付

さ
れ

て

い
る
。

7
 

 
「
隣

」
題

の
六
七

二

・
六

七

三
歌

の
作

者
表

記

に
は

「
常

陸
」

(
六

七

二
)

「
大
進

」

(
六
七

三
)

と

い
う

異
本
注

記
が

付

さ
れ

て

い
る
。

 

6

・
7

の
異

本

注
記

の
方

が
本
文

に
な

っ
て

い
る
伝

本

に
は
、

「
冬

良

本

系
」

の
書
陵

部
蔵

葉

室
家

本

、
「
細

川

幽
斎

校

合
本

系

」

の
す

べ
て

の

伝

本

(
=

本

)
「
校

合

本

系
」

の
す

べ
て

の
伝

本

(四
本

)

が
あ

げ

ら

れ
る
。

8
 

 
「
滝
」
題

の
俊

頼
詠

(
五
三
六

)
と
忠

房
詠

(
五
三

七
)

を
入

れ
替

え

る
が
、

五

三
六

歌

に
は

「
忠

房
」
、

五

三

七
歌

に
は

「
俊
頼

」

と
異

本

注
記

が
付

さ
れ

て

い
る
。

 

こ
の
特
徴
を

持

つ
伝

本

は
他

に
は
な

い
、
伊
達
本

独
自

の
も

の
で
あ
る
。

9
 

日
本
大
学

総
合

図
書

館
蔵

一
条
冬

良
筆

本

と
異
本

注
記

ま

で

一
致

す

る
本
文

を

三

一
箇

所
有

す
る

10
 

同
文
庫

に
は
同

体
裁

、
同

筆

の

『堀

河
百
首

』

が
伝

わ
る

(前
掲

)
。

 

堀

河
百
首

と
合

綴
な

い
し
組

み
合

わ

せ
で
伝

え
ら

れ

た
と
思

わ

れ
る
も

の

に
は

「冬
良

本
系

」

と

「組

み
合

わ

せ
本
系

」
が

あ

る
。

こ
の
本

が
同

文
庫

の
堀
河

百
首

と

と
も

に
伝

え

ら
れ

た
と

い
う
確

証

は
な

い
が
、
装

丁

の
具
合

や
筆
跡

か
ら

は
そ

の
可

能
性

が
考

え
ら

れ

る
。

11
 

「
初
雪

」
題

の
俊
頼

詠

に

「
一
見
異

伝
歌

に
見

え

る
」
E

歌
を

持

ち
、

諸
本

が

「初

雪
」

題

の
俊
頼

詠

と
す
る

「
め

づ
ら

し
き

…
」

(三

四
六
b
)

を
傍

記

す
る
。

 

E
歌

に
三

四
六
b

歌
を
併

記

す
る
伝

本

に
は
日

本
大
学

総

合

図
書
館

蔵

一
条
冬
良

筆
本

と
竜

谷
大

学
大
宮

図
書

館
蔵

写
字

台
文
庫

本

が

あ

る
が
、

い
ず

れ

も

「冬

良
本

系
」

に
属

す

る
。

 

以
上

の
う

ち

ー
～

3
の
特
徴

は

「細

川
幽

斎
校

合
本

系
」

の
特

徴

に

}

致

す

る
が
、

6
、

7
、

9
、

10
、

11
の
特
徴

か
ら
判
断

す

る
と

「
冬

良
本

系

」

に
よ
り
近

い
と
考

え
た
方

が
良

い
と
思

わ

れ
る
。

元
来

「
細
川

幽
斎

校

合
本
系

」

の
諸
本

は

「
冬
良
本

系

」

の
書

陵
部

蔵
葉

室
家

本
系

を

祖
本

と
し
、

幽
斎

に
よ

っ
て

「
組

み
合

せ
本
系
」

の
伝

本
等

で
校

合

、
合

成

さ

れ
た
も

の

で
あ
り
系

統
的

に
は
近

似

す

る
。

よ

っ
て
前

述

の
ー
～

3

の
特

徴

の
ご

と
く

「
細
川

幽
斎

校
合
本

系

」

の
分

類
基

準

に
な

る
よ

う
な
特

徴

も

、
「
冬

良

本
系

」

の
伝

本

の
中

に
も
見

い
出

す

こ
と
が

で

き

る

の
で
あ

る
。
総
合

的

に
考

え
、
伊
達

本

は

「冬

良
本

系
」

に
属

す

る
と
判

断

す

る
。

 

さ

て
、

や
や
煩

雑
な
説

明

に
紙
数

を
費

や

し
た
が

、
問

題

は

二

見

異

伝

歌

の
様

に
見
え

る
」

E
歌

が
今
回

調
査

し
た

『
校
本

』
未

所

収

の
五
伝

本

の
う

ち

の

二
本

に
現

れ
る

と

こ
ろ

に
あ

る
。

こ

れ
で

『校

本

』
所

収

の

三
四
本

、
内

田
氏

の
調
査

さ

れ
た
竜

谷
大

学
大
宮

図
書

館
蔵

写

字
台

文
庫

本

、

そ
れ

に
今
回

の
五
本

を
加

え

た
四
〇

の
伝

本
中

の
六

本

に
E
歌

を

見

つ
け

る
こ

と
が

で
き
、

そ

の
出

現

す
る
割

合

は
他

の

コ

見
異

伝
歌

の
様

に
見

え
る
」

歌

に
比

し
て
高

く
注
目

に
値

す

る
。
次

節

で
は
、

こ
の

E
歌

に

つ
い
て
考

察
を

進

め
る

こ
と

に
す
る
。

四

 

二

見

異
伝
歌

の
様

に
見

え

る
」

一
度

ま
と

め

て
お
く

こ
と

に
す

る
。

E
歌

(三

四
六

a
)

に

つ

い
て

も
う

6一



 

く

ち
な
し

の
色

に
た

な

ひ
く
薄
雲

の
雪

け

の
空

と
誰

か
見
さ

ら
ん

 

こ

の
E
歌

は
、

「
組

み
合

せ
本

系

」

の
島

原
市

立

公
民

館
蔵

松
平

文
庫

本

、

上
野
理

氏
所
蔵

阿
波

国

文
庫

旧
蔵

本
、

岡
山
大

学
付

属
図
書

館
小

野

文

庫

蔵

本

に

「
初

雪

」
題

俊
頼

詠

と

し

て
見

え
、

「
冬

良
本

系
」

の
日

本

大

学

総
合
図

書
館
蔵

一
条

冬

良
筆
本

、

竜

谷
大
学

大
宮
図

書
館
蔵

写
字

台

文

庫
本

、
宮

城
県

図
書
館

伊

達
文
庫

蔵

本

で
は
諸

本
が

「
初
雪
」

題
俊

頼

詠

(
三
四
六

b
)

と
し

て
有

す

る
、

 
 

め

つ
ら
し

き
花

の
み

や

こ
の
は

つ
雪

を
九
重

に
さ

へ
ふ

ら
し

て
そ
み

 
 

る

と
併

記
さ

れ
て

い
る
。

 

と

こ
ろ

で
、
伊
達

本

の
当

該
歌

に
は

「
く
ち
な

し

の
寄

雑

の
雲

の
寄

二

出

、
イ
本

め

つ
ら
し

き

の
寄

可
用
」
と
と

い
う
頭

注
が
付

け
ら

れ

て
い
る
。

は
た

し

て

「
雲
」

題
俊
頼

詠

(
四
九

四
)

を
見

る
と
、

 
 

く

ち
な
し

の
色

に
た

な

ひ
く
う

き
雲

を
雪

け

の
空

と
誰

か
見
さ

ら
む

と

い
う

E
歌

に
酷

似

す
る
歌

を
見

つ
け
る

こ

と
が
で

き
る
。

こ

の
こ
と

か

ら

『
校
本
』

は

E
歌
を

「
雲

」
題

詠

は
異
伝

歌

で
は

な
く
、
単

に
歌
順

が

混
乱

し
た

も

の
と
結
論

付

け

て

い
る
。

同
様

の
例

と

し

て
は
前

述

の
D
歌

が
あ

っ
た
が
、

あ

の
場

合

「
暁

月
」
題

と

「
嵐

」
題

は
連

続

す
る
歌
題

で

あ

り
、
歌
順

の
混
乱

が
起

き
る
可

能
性

が

あ

る
こ
と

は
既

に
述

べ
た
。

し

か
し
、

こ
の
E
歌

の
場

合
、

冬

の

「初

雪

」
題

と
雑

の

「
雲
」

題

で
は

か

な

り

の
距
離

が

あ
り
、

単
純

に
歌

順

の
混

乱
だ

け

に
そ

の
原
因

を
求

め

る

こ
と
は
些

か
無

理
が

あ
る

よ
う

に
思

わ

れ
る
。

歌

の
内

容
も

E
歌

(三

四

六

a
)

は
充

分

に

「初

雪

」
詠

と
し

て
読

む

こ
と
も

可
能

で
、

こ
の
点

で

も
大

進
詠

と
は

異
な

る
。

 

ま
た
、

E
歌

(
三
四
六

a
)

と

「
雲
」

題
詠

で
は
三
句
目

が

そ
れ
ぞ

れ

「
薄

雲

の
」

と

「う

き
雲

の
」

と
本

文

に
異
同

が
見
ら

れ
る
。

両
首

の
三

句
目

に

つ
い
て
は
諸

本
異

同
無

く
、

や

は
り

「雲

」
題
詠

(
三

四
六
b
)

が

「
初
雪

」

題

に
混
入

し
た

と

は
考

え

ら
れ
な

い
。

 

さ
ら

に
、

E
歌

(三

四
六

a
)

は

『夫

木
和

歌
抄
』

に
入

集

し
て

い
る

(
七

二
六
〇

・
冬

部
三
/

雪

)

の
で
あ

る
が
、

そ

こ
で
は

「
永
久

四
年

百

首

 
初
雪

 

同

(俊

頼
朝

臣

)
」

と

い
う

詞
書

が
付
さ

れ
、

「初

雪

」
題

詠

と

し

て
載

録

さ
れ

て

い
る

こ
と
が

分

か
る
。
三
句

目

は

「
う

す
雲

を
」

で
、

「
の
」

と

「
を
」

の
違

い
は
あ

る
が

E
歌

(
三
四
六

a
)

に
近

い
本
文

を

持

っ
て

い
る
。

『夫

木

和

歌
抄

』

に
お
け

る

『永

久

百
首
』

詠

の
入
集
状

況

を
見

て

み
る

と
、
先

の
A
～

C

歌

の
よ
う

に
記
述

に
信
頼

を
置

け
な

い

例

も

あ

る
が

、

『永

久

百

首
』

題

を
概

ね

そ

の
ま
ま

『
夫
木

和

歌
抄

』

の

分

類

で

も
採

用

し

て

い
る

と
考

え

ら
れ

る
。

『
永
久

百
首
』

の
伝
本

の
中

に
は
、

「
初

雪

」
題

俊

頼
詠

に
E

歌

(
三

四
六

a
)

を
持

つ
も

の
が
初

期

の
段
階

か
ら
存
在

し

た

の
で
は

な

い
だ

ろ
う

か
。

 

E
歌

(
三
四

六

a
)

を
有

す

る
六
伝

本

は
、

前
述

の
ご

と
く

「
組

み
合

せ
本

系

」

(
総

数

一

一
本

)

三

本

と

「
冬

良

本
系

」

(
総
数

八
本

)

三

本

(三

四
六
b

歌

と
併
記

す

る
)

と

に
分

け
ら

れ
る
。

こ

の
う
ち

「
組

み
合

せ
本
系

」

は

『堀

河
百

首
』

の
最

も
草

稿
性

の
強

い

「
題
末

付

注
本
系

」

と
組

み
合

さ
れ
伝

わ

っ
た

も

の
で
、

や
は

り
最

も
草
稿

の
形

態

を
留

め

て

い
る
も

の

と
考

え

ら

れ

て

い
る
。
「
初

雪

」
題

俊
頼

詠

に
E
歌

(三

四
六

a
)

の

み
を

持

つ
伝
本

は

こ

の

「
組

み
合

せ
本

系
」

の
方

で
あ

る
。

ま
た

「
冬
良

本
系

」

の
本
文

は

現
存
伝

本

の
丁
度
中

間

の
位

置

に
あ

る

と
言

わ

れ

る
が
、

こ

の
系

統

の
伝
本

の
中

に
E
歌

(三
四

六

a
)

と
三

四
六

b
歌

を
併

記
す

る
三
本

の
伝
本

が
あ

る

こ
と
も
興
味

深

い
。

こ
れ
ら

の
こ
と
も

先

の
推
測

が
強

ち
間
違

っ
て

い
な

い
こ

と
を
物
語

っ
て
い
る

の

で
は
な

い

一7一



だ

ろ
う

か
。

 

し
か
し
、
こ
の
よ

う

に
考

え

た
場
合

で
も
俊
頼

は

「
初
雪

」
題

と

「
雲

し

題

で
酷
似

す
る
歌

を
詠
進

し

た
こ
と

に
な
り
、
依
然

と
し

て
疑
問

が
残

る
。

五

 
俊
頼

の
家
集

で
あ

る

『散

木

奇
歌
集

』

に

は

『
永
久

百
首

』
詠

の
百
首

す

べ
て
が
載
録

さ

れ
て

い
る

の
で

は
な
く

、

四
分

の
三

の
七
五
首

が
収

め

ら

れ
て

い
る
。

「
初
雪

」

詠

と

し

て
は

三

四
六

b
歌

(冬

部

・
六
五

三

・

「
同

じ
心

〔初

雪
〕

を
」
)

を
、

「
雲

」
詠

と
し

て

は
四
九

四
歌

(雑
部

・

一
二
六

一

・
雲

)
が

載
録

さ
れ

て

い
る
。

と

こ
ろ
が

、

そ

の
七

五
首
を

通

覧

し
て
み
る

と
、
例

え
ば

「
星

」
題

の
歌

を

『散

木

奇
歌
集

』

で
探

せ
ば

そ

れ
は
夏
部

(五
月

)

に
収

め
ら

れ
、
し

か
も

詞
書

で

は

「
郭
公

を

よ
め

る
」

(二

四
四

)
と

な

っ
て

い
る
。

ま

た

「
桂

」

題
詠

は

「
桂

の
枝

に
か

け

て
人

の
が

り

つ
か

は
し

け

る
」

(
二

一
一
)

と

い
う
詞

書

を
持

つ
。

こ

の
よ
う

に

『
散

木
奇

歌

集
』

の
側

か
ら

見

る

と
、

『
永
久

百
首

』

詠

の
す

べ
て
が
新
た

に
詠

ま
れ
た

の

で
は

な
く
、

中

に
は
既

に
詠

ん

で

い
た
別

題

で
の
詠

や
贈
答

歌

と
し

て
詠

ま
れ

て

い
た
も

の
を
流

用

し

て
い
た

こ
と
が

分

か
る
。

『
散
木

奇

歌
集

』

の
編

纂

に
際

し

て
詞

書

に
操

作

が
加

え
ら

れ

た
可
能

性
も
考

え

ら
れ

る
が
、

「
落
花

」

(
一
〇

七

「
花

を
よ
め

る
」
)

「
桃

花

」

(
一
五

一

「
は
る

に
桃

花

み
や

り

て
よ

め
る
」
)

「
蝉

」

(三

四

一

「
せ

み

の

か
ら
を

み

て
よ

め

る
」
)

「
秋
風

」

(三

七

二

「
夕

の

か
ぜ

と

い

へ
る

事

を
よ

め
る
」
)
「
八
月

十

五
夜

」

(
四

六
八

「
も

ち
つ

き

の
こ

ま
を

よ
め

る
」
)

「
九
月

九

日
」

(五

四

一

「
九
月

九

日
菊

し

て
か

ほ
な

で

よ
と
人

の

申

し
け
れ
ば

よ
め

る
」
)

「
秋
夜

」

(
五
五

一
「
秋

夜

な
が
き

心
を
よ

め
る
」
)

「嵐

」

(六
〇

〇

「
聞
嵐

述
懐

」
)

「
秋
山

」

(
五

八
二

「
た

つ
た

の
山

を
よ

め
る

」
)
「
蚕

」

(五

六

一

「
秋

の
く

れ

に
き

り
ぎ

り

す

の
な

く
を

聞

き

て

よ

め
る
」
)

「
不
見

書
恋

」

(
一
〇

三
六

「
人

の
も

と
よ

り

た
び

た
び
申

せ

ど
御

か

へ
り
な

き
は

い
か
な

る

こ
と

そ
、

も
し
文

を

み
ぬ
か

な
ど

い
ひ

た

る
人

の
返
事

に
し
け

る

」
)
等

の
各
題

で
は

旧
詠

を
流

用

し
た
可

能
性

が

強

い

(括
弧

内

は

『散

木
奇

歌
集

』

の
詞
書

)
。

 

と
こ

ろ
で
、

『
堀
河

百
首

』

の
大

江
匡

房

の

「霞

」
題

詠
も

『江
帥

集
』

(
一
〇
)

で
は

「
於
太

宰
府

詠
之

、

か
す

み
」

と
詞
書

に
あ

り
、
既

に
詠

ま
れ

て

い
た
歌

を
流
用

し

て

い
た

こ
と
が
知

ら

れ
て

い
る
。
太

宰
府

か

ら

の
帰

京
が
康

和

四
年

(
=

〇

二
)

六
月

=

二
日
で
、
長

治

二
、

三

(
一

一
〇

五
、

六
)
年

と
言

わ

れ
る

『
堀

河
百
首

』

の
第

一
次

成

立

(実

際

に

は
そ

れ
よ

り
以
前

に
詠

進
完

了

し
て

い
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
)
ま

で
問

が

な

か

っ
た

こ
と

が
匡

房

に
旧

詠

を
流

用

さ
せ

た

と

い
う

(尿

堀

河
院

御

時

百
首

和
歌

と

そ

の
研
究

簸

篇
』

三

四

一
頁

)
。

そ
し

て
、
永

久
百

首

に

お
け
る
俊
頼

も

堀
河

百
首

に
お
け

る
匡

房

と
同

じ
状
況

で
あ

っ
た

と
考

え

ら

れ
な

い
だ

ろ
う

か
。

 

『
永
久

百
首

』
成
立

以
前

、
俊

頼

は
天

永

二

(
一
一
一

一
)
年

五
月

二

五

日

ま

で

に
は
木

工
頭

を

退

き

(
『
中

右
記

』
)
、
そ

の
翌

天
永

三

(
一
一

一
二
)

に
は
伊

勢

に
下
向

し
た

と
考

え
ら

れ

て

い
る
。

こ
れ

は
生

涯

に
二

度
行

わ

れ
る
伊

勢
下
向

の
初
度

に
あ

た

る
。
そ

の
後
永
久

四

(
一
一

一
六
)

年

五
月

の

『中

務
権

大
輔

顕
輔

歌
合

』

へ
の
出

詠

ま
で

の
間

は
、

伊
勢

あ

る

い
は

田
上

な
ど

に
滞
在

し
、
都

を

離

れ

て

い
た

と
推

測

さ
れ

て

い
る
。

『永

久

百
首
』

の
企

画

の
時
期

は
中

宮
篤

子
内

親
王

の
没
後

、
永
久

二
年

一
〇
月

一
日

以
後

の
こ

と

で
あ

る
が
、

「
旅

人

の
か
り

の
し

の
屋

に
年

く

れ
て

け
ふ

二
年

と

せ

に
成

に
け
る

か
な

」

と

い
う
顕

仲

「元

日

」
題
詠

の

「
二
年

」

を
事
実

と
す

れ
ば

永
久

四
年

の
初

め
、

あ
る

い
は
永
久

三
年

の

一g一



終

わ
り
頃

の

こ
と
で
あ

ろ
う

か
。
俊

頼

の
同

百
首

へ
の
参

加
が

決

ま

っ
た

時
期

は
不

明
だ

が
、
そ

の
頃

は
ま

だ
伊
勢

あ

る

い
は
田
上

に
籠

居

し
て

い

た

可
能
性

が
高
く

、
帰
京

後

の
詠
進

と

す
れ

ば

『堀

河

百
首
』

の
匡

房

に

比

べ
て
も

詠
進

ま
で

の
間

が

な

か

っ
た

こ
と

は
想
像

に
難
く

な

い
。

俊
頼

は

『
永
久

百
首
』

に
過
去

の
詠
歌

を
流

用

せ
ざ

る
を
得

な

か

っ
た

の

で
あ

ろ
う
。

 

そ
う
し

た
状
況

の
中

で
、
俊

頼

は
取

り
敢

え
ず

「
雲

」
題
詠

と

ほ
と
ん

ど
変

わ

ら

な

い

E

歌

(
三

四

六

a
)

を

「
初

雪

」

題

詠

と

し

て
詠

進

(
「
雲
」
題

詠

に
手

を
加

え
、

「
初

雪
」
題

詠

と
し

て
流

用
)

し
、
後

に
諸

本

の
伝

え
る
三

四
六
b

歌

と
差
し

替
え

た
。

し

か
し
な

が

ら
、

差

し
替

え

を

し
た
時

点

で
は
既

に
最

初

の
詠

、
す

な

わ
ち

三
四
六

b
歌

を

「
初

雪
」

題
詠

と
し

て
持

つ
伝
本

が
流
布

し

、
す

な
わ

ち
異
伝

歌

が
生

じ
、
僅

か
な

が

ら
も
今

日
ま

で
伝

え
ら
れ

て

い
る
。

そ

の
よ
う

に
は
考

え

ら
れ

な

い
だ

ろ
う

か
。

y
1、

 

 

以
上

、
コ

見

異
伝

歌

の
様

に
見

え

る
」

五
首

の
歌

に

つ
い
て
検

討

し

て
き
た
が

、
そ

の
結
果

一
首

の
み
が
異

伝
歌

で
あ

る

と

い
う
結

論

に
達

し

た
。

『永

久

百
首

』

に
先
行

す
る

『
堀

河
百

首

』

は

一
四

人
本

か

ら

二
種

類

の

一
五

人
本
、

そ

し
て

一
六
人

本

と
複

雑

な
段

階
を

経

て
成

立

し

て

い

く
過

程

で
五
十
数

首

の
異
伝

歌
を

生

じ
さ

せ
た

と

い
う

。
両

百
首

の
異
伝

歌

数

の
差

は
歴
然

と

し
て

い
る
が

、

そ
れ

で
も

こ

の

一
首

の
異
伝

歌

は
、

従
来

言

わ
れ

て
き
た

よ
う

な

「
成

立
事

情

は
単
純

で
、

原
態

は
た

だ

一
つ

で
」
「
歌

の
出

し

入

れ

は

な

か

っ
た
」

(
『校

本
』

二

=

一
頁
)

と

い
う

『
永
久
百

首
』
観

を

見
直

す
き

っ
か

っ
け

を
与

え

て
く
れ

る
。

そ

こ
で
改

め
て

『
永
久

百
首
』

を
通

覧

し
て

み
る

と
、
次

の
よ

う
な
例

が
散

見

す
る

こ
と

に
気

が
付

く

。

 
 
唐

人

は
し

か
の
を

し
ま

に
舟
出

し

て
な

か
ら
待

つ
ら

し
は

た

て
初

む

 
 

な
り

こ
れ

は

「
唐

人
」

題
俊
頼

詠

(六

二
七

)

で
あ

る
が
、

こ
の
歌

の
下

の
句

に

は
大

き
な

異
同

が

あ

り
、

「
は

か

た

の
お
き

に
と
き

つ
く

る
な

り
」

と

す

る
伝
本

が

二

五
本

に
登

る
。

そ

の
う

ち

「
組

み
合

せ
本
系

」

(総
数

一

一
本

)

の
伝

本

が

一
〇
本

あ

り
、

「
は
か

た

の
…
」

の
方

が
草

稿

に
近

い

の

で
は
な

い
か

と
想

像

さ
れ

る
。
同

題
兼

昌
詠

(
六

二
九

)

は
、

 
 

う
な

は
ら

や
は

か
た

の
奥

に
か

〉
り
た

る
も

ろ

こ
し
舟

に
時

つ
く

る

 
 

な
り

で
あ

り
、
表

現
上

類
似

す

る
こ
と

を
嫌

っ
た
俊

頼

が
後

に
改
作

し
た

と

は

考
え

ら
れ

な

い
だ

ろ
う

か
。

類
似

し
た

理
由

も
、
偶

然

と
も
考

え

ら
れ

る

が
、

詠
進

に
時
間

的
制

約

の
あ

っ
た
俊

頼
が

兼
昌

詠
を
参

考

に
し

た
と

い

う
可
能

性

も
あ

ろ
う
。

 
同

様

の
例

と

し

て
、
次

の
二
例

を

挙
げ

て
お

く
。

ま
ず

、
「
轟

」
題

の

忠
房

詠

(
二
〇

七
)

は
諸
本

、

 
 

た

〉
く

と
も
さ

や
は

な
る

へ
き
柴

の
戸

は

と
き
け

は
夜

は

の
水

鶏

な

 
 

り
け

り

と

い
う

歌
本

文

で

あ

る
が
、

「
組

み
合

せ
本
系

」

の
伝

本

(九

本
)

に
の

み
異

同
が

見
ら

れ
、

三
、

四
句

が

「う

ち

き
け

は
た

た
く
は

よ
る

の
」

と

な

っ
て

い
る
。

 

ま
た
、

「
蔦
」

題
仲

実
詠

(
二
九

六
)
も
諸

本
、

 
 

田
豆

の
木

に
は
ひ

お
ほ
は

れ

る

つ
た

に
し

も
時

し
り

か
ほ

に
も

み
ち

 
 

し

に
け

り

一g一



と

い
う

歌
本

文

で
あ

る
が
、

「
組

み
合

せ
本

系
」

の
伝

本

(九
本

)

を
中

心

に
異
同

が
見

ら
れ
、

初
句

が

「
蔦

の
木

に
」
、

三
句

が

「
い
た

ひ
し
き
」

と
な

っ
て

い
る
。

 

こ

の
二
例

も

単

に
伝

本
書

写

上

の
誤

り

に
よ

る
も

の
と

は
思

わ

れ
ず
、

成
立

か
ら

そ
う
離

れ

な

い
時

点

で
改
作

が
行

わ

れ
た

と
解

釈

す

る
の
が
妥

当

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 

こ

の
よ
う

に
異
伝
歌

と
同

様
、

本
文

異

同

の
状

況
も
従

来

の

『永

久
百

首
』
観

の
再

検
討

を
迫

っ
て
く

る

の
で
あ

る
。
な

お
引

き
続

き
別

の
視

点

、

例

え
ば
和
歌

表

現

の
検

討

な
ど

と

い

っ
た

面

か
ら
も

『永

久
百

首
』

の
成

立

の
背
景

を
探

る

こ
と
が
可

能

で
あ

る
と
考

え

る
が
、

そ
れ

に

つ

い
て

は

稿
を

改

め
て
論

じ
た

い
と
思

う
。

 

 

注

(1
) 
本

稿

で
の
本

文

の
引

用
は
次

の
通
り

で
あ
る
。
『永
久

百
首
』

は

『校
本
』

 

 
に
拠

っ
た
が
、
引
用

に
際
し
て
は
底

本

に
明
ら

か
に
誤
り

の
あ

る
場
合

、
諸
本

 

 
の
本
文

を
参
照
し
改

め
た
。

『夫
木
和

歌
抄
』
は

『新
編
国
歌
大
観
』

に
拠

っ
た

 

 
が
、

『轍
締
撒
類
夫
木
和
歌
抄
本
文
篇
』

(山
田
清

一
・
小
鹿
野
茂
次
著

 
昭
和

五
六

 

年
九
月

 
風
間
書
房
)

と

『夫

木
和
歌
抄

上

(下
)
巻
』

(細
川
家
永
青
文
庫

 

 
叢
刊
第

五

・
六
巻
 

昭
和

五
八
年
六

・
九
月
 
汲
古
書
院
)
を
随
時
参
照
し
た
。

 

 

『散
木

奇
歌
集
』

は

『新
編
国
歌
大
観
』

に
拠

っ
た
が
、
『阿

波
本

散
木
奇

歌

 

 
集
榔
敷
篇
』

(関
根
慶

子

・
大
井
洋
子
著
 
昭

和
五
四
年
七
月
 
風
間
書
房

)
と

 

 

『散
木
奇
歌
集
』

(冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
24
 

平
成
五
年
四
月
 
朝
日
新
聞
社

)

 

 
を
随
時
参
照

し
た
。

(2
) 

『静
嘉

堂
文
庫
所
蔵

歌
学
資

料
集
成
』

の
マ
イ

ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ

っ
た
。

 

 
東
京
大

学
総
合
図
書
館

蔵
本
の
表
表
紙
見
返

し
の
張

り
紙

に
も
ほ
ぼ
同
内
容

の

 

 
も
の
が
あ
る

(
『校

本
』
は
同
本

か
ら
引

用
す
る
)。
同
本

は
浜
臣

手
校
刊
本
、

 

 
あ
る
い
は
同
刊
本

に

コ

本
」
と
引
用
さ
れ
る
浜
臣
所
持
本

(所
在

は
未
確
認
)

 
 
を

「作
楽

庵
主
人
」

に
よ

っ
て
文

政

一
一

(
一
八
二
八
)
年

に
転

写
さ
れ
た
も

 
 
の
と
思
わ

れ
る
。

(3
) 

「竜
谷

大
学
大
宮
図
書
館
蔵

写
字
台

文
庫

本

「永
久
四
年
百
首

和
歌
」

に
つ

 
 
い
て
」
『王
朝

文
学
資
料
と
論
考
』

(橋
本
不
美
男
編

 
平
成
四

年
八
月

笠
間

書

 
 
院
)
所
収
。

(4
) 

『
国
書
総
目

録
』
『古

典
籍
総
合

目
録
』

に
は
、

名
古
屋
市

鶴
舞
中
央

図
書

 
 
館

と
岩

手
県
立
図
書
館

に
も

『永
久
百
首
』

の
伝
本

の
所
在

が
記
さ
れ
て

い
る

 
 
が
、
前
者

は
慶

安
四
年

刊
本
で
あ
り
、
後
者

に
該
当

す
る
本

は
存
在
し
な

い
。

(5
) 

B
本
と

し
た

の
は
、

『校
本
』

に
紹
介

さ
れ
て

い
る

「彰

考
館
蔵
本

」
と
区

 
 
別
す

る
た
め
で
あ
る
。

(6
) 

『校

本
』

(
↓
六

八
、

一
六
九
頁

)
が
流
用
歌

と
し

て
掲
出

す

る
も
の
と
は

 
 
若
干
異
な

る
。

(7
) 

こ
の
時

期

の
俊
頼

の
動
向

に

つ
い
て
は
、
宇
佐
見
喜
三
八
氏

「
源
俊
頼
傳

に

 
 

つ
い
て
」

(『国
語
と
国
文
学
』

16
1

6
 

昭
和

一
四
年
六
月
、
後

に

『和
歌
史

 
 
に
関

す
る
研
究
』

〔昭
和
二
七
年

一
一
月
 
若
竹
出
版

〕
に
所
収
)
、
萩
原
朴
氏

 
 

『平
安
朝

歌
合
大
成

六
』

(昭
和
三
二
年

一
月
 
同
朋
社
)

「永
久

三
年
秋

大

 
 
神
宮
禰
宜
歌
合

」
の

「考

証
」、

『校
本
』

(
]
六
六
頁
)
等

に
詳

し

い
。

(8
) 

『
堀
河
百
首
』

の
異
伝
歌

に
つ
い
て
は
、
竹
下

 
豊

氏

「
『堀
河
百
首
』

の

 
 
異
伝
歌
」

『王
朝

の
文
学
と
そ

の
系
譜
』

(片
桐
洋

一
編
 
平
成

三
年

]
○
月

 
 
和
泉
書
院

)
に
詳

し

い
。

本

稿
を
成

す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料

の
閲
覧
を
許
可
し

て
下
さ

っ
た
公
私

の
文
庫

・

図
書
館

の
方
々

に
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ

ま
す
。

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

(
い
く
ら
 
ふ
み
と
)
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